
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

平

成

二

十

七

年

度

岡

山

県

警

察

行

政

職

員

Ａ

採

人

事

委

員

会

用

試

験

の

実

施

担

当

課

（

室

）

○

平

成

二

十

七

年

度

岡

山

県

職

員

Ａ

採

用

試

験

の

〃

目

次

実

施

【

告

示

】

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

特

定

施

設

の

設

置

許

可

申

請

環

境

管

理

課

○

政

治

活

動

の

た

め

に

寄

附

を

受

け

、

又

は

支

出

選

挙

管

理

委

員

会

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

を

す

る

こ

と

が

で

き

な

く

な

っ

た

政

治

団

体

【

公

安

委

員

会

】

の

辞

退

○

指

定

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

の

指

定

障

害

福

祉

課

○

警

備

業

法

に

基

づ

く

講

習

生

活

安

全

企

画

課

○

指

定

障

害

児

通

所

支

援

事

業

者

の

指

定

〃

○

猟

銃

等

講

習

会

の

開

催

〃

○

年

少

射

撃

資

格

講

習

会

の

開

催

〃

【

公

告

】

○

特

定

非

営

利

活

動

法

人

の

設

立

認

証

の

申

請

県

民

生

活

交

通

課

○

指

定

講

習

機

関

の

指

定

の

一

部

改

正

運

転

免

許

課

○

土

地

改

良

区

役

員

の

退

任

及

び

就

任

届

耕

地

課

○

運

転

免

許

取

得

者

教

育

の

認

定

の

一

部

改

正

〃

【

労

働

委

員

会

】

○

農

用

地

利

用

配

分

計

画

の

認

可

の

申

請

農

村

振

興

課

○

建

設

業

の

許

可

の

取

消

し

監

理

課

○

岡

山

県

労

働

委

員

会

あ

っ

せ

ん

員

候

補

者

労

働

委

員

会

○

道

路

の

位

置

の

指

定

建

築

指

導

課

【

企

業

局

】

○

岡

山

県

企

業

局

職

員

就

業

規

則

の

一

部

を

改

正

総

務

企

画

課

す

る

規

程

（

県

例

規

集

登

載

）

【

教

育

委

員

会

】

○

岡

山

県

教

育

委

員

会

職

員

の

服

務

規

程

の

一

部

教

育

委

員

会

改

正

（

県

例

規

集

登

載

）

【

人

事

委

員

会

】

岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
四
十
三
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
申
請
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ

く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
七
年
五
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

ナ
イ
カ
イ
塩
業
株
式
会
社

住
所

倉
敷
市
児
島
味
野
一
丁
目

番
地

号
1
1

1
9

氏
名

取
締
役
社
長

野
﨑

泰
彦

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
ナ
イ
カ
イ
塩
業
株
式
会
社

所
在
地

玉
野
市
胸
上

番
地

2
7
2
1
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(3) 特定施設に関する事項

区 分 新 設 廃 止 新 設 廃 止

27－イ 27－イ

同左 同左
無機化学工業製品製造業 無機化学工業製品製造業
の用に供するろ過施設 の用に供するろ過施設種 類

真空脱水機（２） 真空脱水機（３）

能 力 50ｔ／日ケーキ水分50％ 同左 50ｔ／日ケーキ水分50％ 同左

工 事 着 手 予 定 年 月 日 2015年６月上旬 － 2015年６月上旬 －

工 事 完 成 予 定 年 月 日 2015年６月中旬 － 2015年６月中旬 －

使 用 開 始 予 定 年 月 日 工事完成後直ちに － 工事完成後直ちに －

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間
並びにその使用に季節的変動がある場合 連続24時間 同左 連続24時間 同左
はその概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 125 155 125 155
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 7 9 7 9
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＣＯＤ（㎎／ℓ） 5 10 5 10
常の量及び最大
の量 Ｓ Ｓ（㎎／ℓ） 5 40 5 40

同左 同左
油 分（㎎／ℓ） 0.2 2 0.2 2

Ｔ－Ｎ（㎎／ℓ） 0.22 1.5 0.22 1.5

Ｔ－Ｐ（㎎／ℓ） 0.04 0.5 0.04 0.5

大腸菌群数 個／㎤ 3,000以下 3,000以下 3,000以下 3,000以下（ ）

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。
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(4) 汚水等の処理施設に関する事項

変更なし

(5) 排水口に関する事項

変更なし

２ 縦覧の期間及び場所

(1) 期 間 平成27年５月１日から同月22日まで

(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び玉野市役所
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
四
十
四
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。

平
成
二
十
七
年
五
月
一
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

辞
退
年
月
日

き
た
ぞ
の
薬
局
河
辺
店

津
山
市
河
辺
七
六
九

一

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

－
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
四
十
五
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し

た
。

平
成
二
十
七
年
五
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
楽
木

２

所
在
地

津
山
市
二
宮
六
五
六
番
地
の
一

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

株
式
会
社
イ
シ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

津
山
市
二
宮
六
五
四
番
地
の
四

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日

四

事
業
所
番
号

三
三
一
〇
三
〇
〇
七
七
一

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

居
宅
介
護

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

津
山
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
神
南
備
園

２

所
在
地

津
山
市
大
谷
六
〇
〇

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称
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社
会
福
祉
法
人
千
寿
福
祉
会

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

津
山
市
瓜
生
原
三
二
六
番
地
の
一

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日

四

事
業
所
番
号

三
三
一
〇
三
〇
〇
七
八
九

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

生
活
介
護

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

に
し
や
ま
フ
ァ
ー
ム

２

所
在
地

赤
磐
市
西
軽
部
一
一
一
六

二

－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

株
式
会
社
西
山
フ
ァ
ー
ム

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

赤
磐
市
西
軽
部
一
一
一
六

二

－

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日

四

事
業
所
番
号

三
三
一
一
三
〇
〇
一
四
三

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

就
労
継
続
支
援
（
Ａ
型
）

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

き
ず
な
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２

所
在
地

美
作
市
福
本
六
二
一

二

－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

社
会
福
祉
法
人
勝
明
福
祉
会

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

勝
田
郡
勝
央
町
美
野
一
八
七
七
番
地

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日

四

事
業
所
番
号

三
三
一
一
五
〇
〇
一
一
四

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

就
労
継
続
支
援
（
Ａ
型
）

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

生
活
支
援
き
ず
な
荘

２

所
在
地

備
前
市
西
片
上
一
二
四
一

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
あ
お
ぞ
ら
会

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
中
区
倉
田
二
六
四

一
三

－

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日

四

事
業
所
番
号

三
三
二
一
一
〇
〇
〇
三
八

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

共
同
生
活
援
助
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
四
十
六
号

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
を
指
定
し
た
。

平
成
二
十
七
年
五
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

め
や
す
ば
こ

ひ
・
よ
・
り

き
っ
ず

２

所
在
地

倉
敷
市
早
高
五
六
八

三

－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

社
会
福
祉
法
人
め
や
す
箱

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

倉
敷
市
青
江
七
三
九

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日

四

事
業
所
番
号

三
三
五
〇
二
〇
〇
四
八
五

五

事
業
の
種
別

児
童
発
達
支
援

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

療
育
支
援
事
業
所
て
く
て
く

２

所
在
地

井
原
市
木
之
子
町
一
九

一

－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
い
ち
ば
ん
ぼ
し
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２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

井
原
市
木
之
子
町
二
八
〇
〇

一

－

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日

四

事
業
所
番
号

三
三
五
〇
七
〇
〇
〇
二
一

五

事
業
の
種
別

保
育
所
等
訪
問
支
援

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

コ
ロ
ン

コ
ロ
ン

２

所
在
地

総
社
市
駅
前
二
丁
目
一
五

一
八

－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

一
般
社
団
法
人
Ｔ
Ｍ
Ｙ

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

総
社
市
駅
前
二
丁
目
一
五

一
八

－

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日

四

事
業
所
番
号

三
三
五
〇
八
〇
〇
〇
七
八

五

事
業
の
種
別

児
童
発
達
支
援
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
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〔
一
六
九
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
七
年
五
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ほ
っ
と
は
あ
と

三

代
表
者
の
氏
名

伊
藤

家
生

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

総
社
市
地
頭
片
山
五
三
番
地
三
六

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
に
関
す
る
事
業
を
行
う
と
共
に
、
発
達
障
害
児
者
や

知
的
障
害
児
者
の
自
立
的
で
よ
り
豊
か
な
生
活
づ
く
り
と
そ
れ
を
支
え
る
地
域
へ
の
障
害
児
者
に
関

す
る
啓
発
を
行
い
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と
心
豊
か
に
成
長
で
き
る
環
境
、
地
域
を

つ
く
り
、
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
子
ど
も
の
育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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〔
一
七
〇
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ

り
、
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
七
年
五
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
地
改
良
区
の
名
称

児
島
湾
七
区
土
地
改
良
区

二

退
任
及
び
就
任
役
員

退
任
役
員

就
任
役
員

理
事
監

住

所

氏

名

氏

名

事
の
別

後
藤

弘

後
藤

弘

岡
山
市
南
区
西
七
区
四
八
六

理

事

石
山

勝
美

〃

〃

〃

三
八
四

〃

大
森

進

大
森

進

〃

〃

〃

五
〇
五

〃

今
村

進

玉
野
市
宇
藤
木
二
八
二

〃

大
塚

国
昭

大
塚

国
昭

〃

八
浜
町
大
崎
六
三
五

〃

佐
藤

公
市

〃

南
七
区
七
八

〃

倉
光

均

岡
山
市
南
区
北
七
区
二
〇
一

〃

青
木

邦
介

〃

〃

〃

六
三
〇

〃

岡
本

陸
雄

玉
野
市
東
七
区
四
二

〃

片
山

敬
史

岡
山
市
南
区
西
七
区
六
八
九

〃

藤
原

義
則

玉
野
市
東
高
崎
四
〇

二
二

〃

－

小
上

一
夫

〃

南
七
区
二
一
三

〃

大
野

秀
男

岡
山
市
南
区
北
七
区
四
五
六

〃

村
上

一
郎

〃

〃

〃

六
二
三

〃

鷹
取

薫

玉
野
市
東
七
区
六
一

〃

住
吉

英
一

住
吉

英
一

岡
山
市
南
区
西
七
区
一
七
三

監

事

徳
山

修
二

玉
野
市
東
七
区
六
〇

〃

豊
澤

俊
夫

岡
山
市
南
区
西
七
区
四
九

四

〃

－

江
田

希
吉

玉
野
市
東
七
区
一
〇
八

二

〃

－

山
本

正
三

岡
山
市
南
区
迫
川
四
五
九

〃
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一

土
地
改
良
区
の
名
称

柵
原
町
土
地
改
良
区

二

退
任
及
び
就
任
役
員

退
任
役
員

就
任
役
員

理
事
監

住

所

氏

名

氏

名

事
の
別

妹
尾

知
興

妹
尾

知
興

久
米
郡
美
咲
町
吉
ケ
原
五
一
七

理

事

直
原

功

直
原

功

〃

〃

大
戸
上
二
〇

〃

西
仲

庸
晃

〃

〃

飯
岡
二
八
四

二

〃

－

滝

元
三
郎

〃

〃

〃

二
六
〇

〃

山
本

富
夫

山
本

富
夫

〃

〃

〃

一
二
二
七

一

〃

－

小
谷

金
榮

小
谷

金
榮

〃

〃

安
井
八
六
九

〃

山
本

恒
治

山
本

恒
治

〃

〃

書
副
六
七
〇

〃

谷
本

幸
雄

谷
本

幸
雄

〃

〃

上
間
一
八
〇

〃

寒
竹

壽

寒
竹

壽

〃

〃

藤
田
上
八
三
五

〃

中
原

繁
喜

中
原

繁
喜

〃

〃

塚
角
一
七
七
四

監

事

田
口

昌
司

田
口

昌
司

〃

〃

重
藤
一
二
一

〃
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〔
一
七
一
〕
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年

法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条

次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
農
用
地
利
用
配
分
計
画
を

こ
の
公
告
に
係
る
利
害
関
係
人
は
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
、
当
該
農
用
地
利
用
配
分
計
画

に
つ
い
て
、
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
七
年
五
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
者

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
土
地

氏
名
又
は
名
称

住

所

尾
﨑

毅

真
庭
市
上
市
瀬
四
七
四

真
庭
市
上
市
瀬
字
桧
四
八
四

一
他
三
筆

－

石
原

公
基

真
庭
市
関
二
一
〇
五

真
庭
市
関
字
関
上
一
八
九
一

竹
川

正
基

真
庭
市
蒜
山
別
所
四
二
五

真
庭
市
蒜
山
別
所
字
前
田
五
〇
二
他
三
筆

－

一

株
式
会
社
城
北

真
庭
市
山
久
世
三
一
九

真
庭
市
柴
原
字
身
方
二
三
三

六
他
二
四
筆

－

農
産
あ
い
が
も

フ
ァ
ー
ム

東
真
産
業
株
式

真
庭
市
勝
山
八
〇
五

真
庭
市
上
水
田
字
上
方
新
田
五
九
七
他
二
筆

会
社

春
名

修
司

美
作
市
宮
本
二
六
〇

美
作
市
宮
本
字
河
淵
七
四
〇

一
他
二
筆

－

農
事
組
合
法
人

美
作
市
赤
田
一
〇

三

美
作
市
吉
字
原
田
六
九

一
他
五
筆

－
－

赤
田
営
農
セ
ン

タ
ー

き
は
ん
ト
ラ
イ

美
作
市
壬
生
一
五
六

美
作
市
壬
生
字
福
原
一
四
九
他
五
筆

ア
ン
グ
ル
興
業

有
限
会
社
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中
嶋

勝
志

美
作
市
下
庄
町
三
一
八

美
作
市
下
庄
町
字
釈
伽
田
二
四
三
他
一
筆

花
田

義
和

美
作
市
滝
四
八
四

美
作
市
豊
野
字
溝
ノ
上
一
四
一

二
他
七
筆

－

安
東

義
治

美
作
市
梶
原
二
九
一

美
作
市
梶
原
字
中
ノ
坪
一
二
九

一
他
三
筆

－

安
東

弘
勝

美
作
市
梶
原
二
六
六

美
作
市
梶
原
字
ホ
キ
二
五
九
他
八
筆

石
生

和
男

美
作
市
梶
原
一
四

一

美
作
市
小
野
字
乢
田
一
六
九
七
他
二
筆

－

安
東

泉

美
作
市
梶
原
一
一
六

四

美
作
市
梶
原
字
中
ノ
坪
一
三
〇

一
他
一
筆

－
－

横
山
裕
繰
夢

岡
山
市
北
区
平
田
三
六
九

美
作
市
巨
勢
字
大
境
二
九
四
二

一
他
一
筆

－
－

四

か
み
さ
い
農
産

苫
田
郡
鏡
野
町
上
齋
原
五
一

苫
田
郡
鏡
野
町
上
齋
原
字
弥
曽
一
三
四
二

一

－

株
式
会
社

二

一

他
九
筆

－

株
式
会
社
未
来

苫
田
郡
鏡
野
町
井
坂
五
二
三

苫
田
郡
鏡
野
町
羽
出
字
布
江
三
〇
他
二
筆

奥
津

七

－

筈
尾

征
司

久
米
郡
美
咲
町
越
尾
八
二
六

久
米
郡
美
咲
町
越
尾
字
中
畝
九
三
八

一
他
二

－

一

筆

－

二

縦
覧
の
期
間

平
成
二
十
七
年
五
月
一
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
農
林
水
産
部
農
村
振
興
課
及
び
各
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
農
業
振
興
課

四

申
請
年
月
日

平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
一
日
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〔
一
七
二
〕
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成

二
十
七
年
五
月
一
日
付
け
で
、
次
の
建
設
業
者
の
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
七
年
五
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

商
号
又
は
名
称

株
式
会
社
ア
ル
フ
ァ
ク
リ
エ
イ
ト
ジ
ャ
パ
ン

二

代
表
者
の
氏
名

小
倉

曻

三

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

瀬
戸
内
市
長
船
町
牛
文
七
九
六

一

－

四

許
可
番
号

岡
山
県
知
事
許
可
（
般

二
二
）
第
二
三
七
八
七
号

－

五

許
可
年
月
日

平
成
二
十
三
年
三
月
十
日

六

処
分
の
内
容

建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
次
の
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

一
般
建
設
業
の
う
ち
土
木
工
事
業
、
建
築
工
事
業
、
と
び
・
土
工
工
事
業
、
石
工
事
業
、
管
工

、

、

、

、

、

、

事
業

鋼
構
造
物
工
事
業

ほ
装
工
事
業

し
ゆ
ん
せ
つ
工
事
業

塗
装
工
事
業

造
園
工
事
業

水
道
施
設
工
事
業

七

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

株
式
会
社
ア
ル
フ
ァ
ク
リ
エ
イ
ト
ジ
ャ
パ
ン
は
、
営
業
所
の
専
任
技
術
者
が
不
存
在
の
た
め
、
建

設
業
法
第
七
条
第
二
号
に
掲
げ
る
許
可
の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
同
法
第
二
十

九
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
。
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〔
一
七
三
〕
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。

そ
の
関
係
図
面
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
美
作
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
お
い
て
、
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。平

成
二
十
七
年
五
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

番

号

道
路
の
幅
員

道
路
の
延
長

道

路

の

位

置

指

定

年

月

日

メ
ー
ト
ル)

(

メ
ー
ト
ル)

（

岡
山
県
指
令
美
作
局

美
作
市
楢
原
上
字
長
ケ
坪
六
五
一
番
七
、

五
・
〇
〇

二
二
・
〇
八

建
第
六
〇
〇
〇
号

六
五
二
番
四

平
成
二
十
七
年
四
月

二
十
三
日
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◎
岡
山
県
企
業
管
理
規
程
第
七
号

岡
山
県
企
業
局
職
員
就
業
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
五
月
一
日

岡
山
県
公
営
企
業
管
理
者

佐

藤

兼

郎

岡
山
県
企
業
局
職
員
就
業
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

岡
山
県
企
業
局
職
員
就
業
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
岡
山
県
企
業
管
理
規
程
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
三
条
第
一
項
中
「
発
生
を
防
止
す
る
た
め
」
を
「
予
防
及
び
警
戒
並
び
に
火
災
及
び
地
震
等

の
災
害
に
よ
る
被
害
の
軽
減
の
た
め

」
に

「
置
き
、
所
属
長
が
所
属
職
員
の
う
ち
か
ら
指
定
す
る
」

、

、

を
「
置
く
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

前
項
の
火
気
取
締
責
任
者
は
、
本
局
に
あ
つ
て
は
総
務
企
画
課
長
と
し
、
そ
の
他
に
あ
つ
て
は
所

属
長
が
所
属
職
員
の
中
か
ら
指
定
す
る
。

第
四
十
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
の
火
気
取
締
責
任
者
の
担
当
業
務
に
つ
い
て
は

岡
山
県
庁
舎
防
火
・
防
災
管
理
規
則

平

、

（

）

。

成
二
十
七
年
岡
山
県
規
則
第
二
十
九
号

に
規
定
す
る
火
気
取
締
責
任
者
の
担
当
業
務
の
例
に
よ
る

附

則

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
三
号

庁

中

一

般

教

育

事

務

所

教

育

機

関

県

立

学

校

岡
山
県
教
育
委
員
会
職
員
の
服
務
規
程
（
昭
和
三
十
六
年
岡
山
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
二
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
七
年
五
月
一
日

岡

山

県

教

育

委

員

会

第
二
十
九
条
中
「
発
生
を
防
止
す
る
た
め
」
を
「
予
防
及
び
警
戒
並
び
に
火
災
及
び
地
震
等
の
災
害

に
よ
る
被
害
の
軽
減
の
た
め

」
に

「
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
所
属
長
が
所
属
職
員
の
中
か
ら
指
定
す
る
」

、

、

を
「
置
く
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
火
気
取
締
責
任
者
は
、
本
庁
に
あ
つ
て
は
所
属
長
と
し
、
そ
の
他
に
あ
つ
て
は
所
属
長
が

所
属
職
員
の
中
か
ら
指
定
す
る
。

３

第
一
項
の
火
気
取
締
責
任
者
の
担
当
業
務
に
つ
い
て
は

岡
山
県
庁
舎
防
火
・
防
災
管
理
規
則

平

、

（

）

。

成
二
十
七
年
岡
山
県
規
則
第
二
十
九
号

に
規
定
す
る
火
気
取
締
責
任
者
の
担
当
業
務
の
例
に
よ
る

第
三
十
条
を
削
り
、
第
三
十
一
条
を
第
三
十
条
と
し
、
第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
を
一
条

ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
公
示
第
二
号

平
成
二
十
七
年
度
岡
山
県
警
察
行
政
職
員
Ａ
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
七
年
五
月
一
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

森

義

郎

一

試
験
区
分
、
採
用
予
定
者
数
並
び
に
主
な
勤
務
先
及
び
職
務
内
容

試

験

区

分

採
用
予
定
者
数

主

な

勤

務

先

及

び

職

務

内

容

警
察
行
政
職
員
Ａ

八
名

警
察
本
部
、
警
察
署
等
に
お
い
て
、
予
算
・
経
理
、
庶

務
、
統
計
、
警
察
施
設
の
維
持
管
理
、
交
通
管
制
、
運

転
免
許
事
務
、
犯
罪
捜
査
の
支
援
等
の
警
察
運
営
に
必

要
な
様
々
な
業
務
に
従
事
す
る
。

二

受
験
資
格

１

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

昭
和
六
十
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
六
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

(1)

平
成
六
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

(2)

（

）

（

。
）

ア

学
校
教
育
法

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号

に
よ
る
大
学

短
期
大
学
を
除
く

を
卒
業
し
た
者
又
は
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

イ

岡
山
県
人
事
委
員
会
が
ア
に
該
当
す
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

２

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
１
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
も
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

(1)

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
十
六
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に

(2)
該
当
す
る
者

三

試
験
の
方
法

試
験
は
、
第
一
次
試
験
及
び
第
二
次
試
験
と
し
、
第
二
次
試
験
は
、
第
一
次
試
験
の
合
格
者
に
つ

い
て
行
う
。

１

第
一
次
試
験

教
養
試
験

(1)
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大
学
卒
業
程
度
の
一
般
的
知
識
及
び
知
能
に
つ
い
て
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
行
う
。

論
文
試
験

(2)

表
現
力
、
理
解
力
、
構
成
力
、
企
画
力
等
に
つ
い
て
記
述
試
験
を
行
う
。

適
性
検
査

(3)

性
格
、
心
理
等
に
つ
い
て
検
査
を
行
う
。

２

第
二
次
試
験

口
述
試
験

集
団
面
接
及
び
個
別
面
接
に
よ
り
行
う
。

四

試
験
の
期
日
及
び
試
験
会
場

１

第
一
次
試
験

試

験

の

期

日

試

験

会

場

平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
八
日

岡
山
会
場

岡
山
市
北
区
津
島
中
三
丁
目
一
番
一
号

（
日
曜
日
）

岡
山
大
学
文
・
法
・
経
済
学
部
講
義
棟

岡
山
市
北
区
津
島
中
三
丁
目
一
番
一
号

岡
山
大
学
工
学
部
一
号
館

東
京
会
場

東
京
都
港
区
白
金
台
一
丁
目
二
番
三
七
号

明
治
学
院
大
学
白
金
キ
ャ
ン
パ
ス

２

第
二
次
試
験

試

験

の

期

日

試

験

会

場

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
二
日
（
土
曜
日
）

岡
山
市
北
区
玉
柏
二
七
五
三

及
び
同
月
二
十
三
日
（
日
曜
日
）
の
う
ち
一

岡
山
県
警
察
学
校

日
（
第
一
次
試
験
の
合
格
者
に
対
し
て
、
直

接
通
知
す
る

）
。
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五

合
格
者
の
発
表

岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
掲
示
板
に
次
の
と
お
り
掲
示
し
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
対
し
て
は
、
直
接
通
知
す
る
。

区

分

発

表

の

期

日

内

容

第

一

次

試

験

平
成
二
十
七
年
七
月
十
五
日
（
水
曜
日
）

合
格
者
の
受
験
番
号

第

二

次

試

験

平
成
二
十
七
年
九
月
二
日
（
水
曜
日
）

合
格
者
の
受
験
番
号

六

採
用
及
び
採
用
後
の
給
与

１

採
用第

二
次
試
験
の
合
格
者
は
、
合
格
決
定
後
直
ち
に
、
成
績
順
に
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
す

(1)
る
。採

用
者
は
、
任
命
権
者
（
岡
山
県
警
察
本
部
長
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
か
ら
の
請
求
に
応

。

(2)
じ
て
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
が
採
用
候
補
者
名
簿
の
登
載
順
に
提
示
し
た
者
の
中
か
ら
、
任
命

。

、

、

、

。

権
者
が
決
定
す
る

な
お

採
用
時
期
は

原
則
と
し
て

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
と
す
る

採
用
候
補
者
名
簿
の
有
効
期
間
は
、
原
則
と
し
て
、
名
簿
登
載
の
日
か
ら
一
年
と
す
る
。

(3)
２

給
与平

成
二
十
七
年
四
月
採
用
者
（
新
卒
者
）
の
給
料
月
額
は
、
一
八
五
、
五
〇
〇
円
で
あ
る
。

(1)

諸
手
当
と
し
て
、
扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
、
住
居
手
当
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
等
が
支
給

(2)
さ
れ
る
。

七

受
験
手
続

１

試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は

所
定
の
受
験
申
込
書
を
岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課

岡

、

（

山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号
）
に
提
出
す
る
こ
と
。

２

受
験
申
込
書
は
、
平
成
二
十
七
年
五
月
一
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
月
二
十
八
日
（
木
曜
日
）
ま

で
の
期
間
中
（
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く

、
八
時
三
十
分
か
ら
十
七
時
十
五
分
ま

。
）

で
、
岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課
に
お
い
て
受
け
付
け
る
。
な
お
、
郵
送
の
場
合
に
あ
っ
て

は
、
同
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
、
受
け
付
け
る
。
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３

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み
は
、
平
成
二
十
七
年
五
月
一
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
月

二
十
一
日
（
木
曜
日
）
ま
で
の
期
間
中
、
岡
山
県
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
受
け
付
け
る
。

八

そ
の
他

１

試
験
の
実
施
方
法
そ
の
他
試
験
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
受
験
案
内
に
記
載
す
る
。

２

受
験
申
込
書
及
び
受
験
案
内
は
、
岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課
、
県
内
各
警
察
署
、
岡
山

県
人
事
委
員
会
事
務
局
等
で
交
付
す
る
。
な
お
、
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
百
四
十
円
分
の
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
す
る
こ
と
。
ま
た
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

受
験
資
格
の
有
無
及
び
受
験
申
込
書
の
記
載
事
項
を
確
認
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
、
証
明

書
等
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

の
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
受
験
申
込
書
等
の
提
出
書
類

４

六
１
(1)

の
記
載
事
項
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み
の
場
合
の
入
力
事
項
を
含
む

）
に
虚
偽

。

の
も
の
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
採
用
候
補
者
名
簿
か
ら
当
該
者
を
削
除
す
る
。
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
公
示
第
三
号

平
成
二
十
七
年
度
岡
山
県
職
員
Ａ
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
七
年
五
月
一
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

森

義

郎

一

試
験
区
分
、
採
用
予
定
者
数
並
び
に
主
な
勤
務
先
及
び
職
務
内
容

試
験
区
分

採
用
予
定
者
数

主

な

勤

務

先

及

び

職

務

内

容

行

政

五
十
八
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
等

、
教
育
委
員
会
（
教
育
庁
、

）

県
立
学
校
等
）
等
に
お
い
て
、
一
般
行
政
事
務
に
従
事
す
る
。

化

学

二
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
等
）
に
お
い
て
、
環
境
等
に
関
す

る
専
門
的
業
務
に
従
事
す
る
。

衛

生

五
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
等
）
に
お
い
て
、
食
品
衛
生
及
び

環
境
衛
生
の
監
視
、
指
導
等
の
専
門
的
業
務
に
従
事
す
る
。

農

業

七
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
、
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
等
）

に
お
い
て
、
農
作
物
の
生
産
振
興
、
農
業
に
関
す
る
知
識
技
術

の
普
及
指
導
等
の
専
門
的
業
務
に
従
事
す
る
。

土

木

五
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
等
）
に
お
い
て
、
道
路
、
河
川
、

港
湾
、
都
市
計
画
等
の
事
業
に
関
す
る
企
画
、
設
計
、
施
工
管

理
等
の
専
門
的
業
務
に
従
事
す
る
。

農
業
土
木

二
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
等
）
に
お
い
て
、
農
地
農
村
整
備

事
業
に
関
す
る
企
画
、
設
計
、
施
工
管
理
等
の
専
門
的
業
務
に

従
事
す
る
。

畜

産

一
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
等
）
に
お
い
て
、
家
畜
及
び
畜
産
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物
の
生
産
振
興
、
畜
産
に
関
す
る
知
識
技
術
の
普
及
指
導
等
の

専
門
的
業
務
に
従
事
す
る
。

林

業

三
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
等
）
に
お
い
て
、
治
山
事
業
等
に

関
す
る
企
画
、
設
計
及
び
施
工
管
理
、
林
業
に
関
す
る
知
識
技

術
の
普
及
指
導
等
の
専
門
的
業
務
に
従
事
す
る
。

建

築

一
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
等
）
に
お
い
て
、
建
築
、
住
宅
、

都
市
計
画
等
の
事
業
に
関
す
る
企
画
、
設
計
、
施
工
管
理
等
の

専
門
的
業
務
に
従
事
す
る
。

電

気

四
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
出
先
事
務
所
等
）
又
は
企
業
局
（
本
局
、

、

）

、

発
電
総
合
管
理
事
務
所

工
業
用
水
道
事
務
所
等

に
お
い
て

電
気
設
備
、
通
信
設
備
等
に
関
す
る
企
画
、
設
計
及
び
施
工
管

理
、
電
気
設
備
、
通
信
設
備
等
の
運
転
及
び
保
守
管
理
等
の
専

門
的
業
務
に
従
事
す
る
。
な
お
、
勤
務
場
所
に
よ
っ
て
は
、
深

夜
勤
務
、
交
替
制
勤
務
等
の
変
則
的
な
勤
務
を
伴
う
場
合
が
あ

る
。

二

受
験
資
格

１

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

昭
和
六
十
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
六
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

(1)

平
成
六
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
次
に
掲
げ
る
も
の

(2)

（

）

（

。
）

ア

学
校
教
育
法

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号

に
よ
る
大
学

短
期
大
学
を
除
く

を
卒
業
し
た
者
又
は
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

イ

岡
山
県
人
事
委
員
会
が
ア
に
該
当
す
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

２

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
１
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
も
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

(1)

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
十
六
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に

(2)
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該
当
す
る
者

三

試
験
の
方
法

試
験
は
、
第
一
次
試
験
及
び
第
二
次
試
験
と
し
、
第
二
次
試
験
は
、
第
一
次
試
験
の
合
格
者
に
つ

い
て
行
う
。

１

第
一
次
試
験

教
養
試
験

(1)

試
験
区
分
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
卒
業
程
度
の
一
般
的
知
識
及
び
知
能
に
つ
い
て
択
一
式
に

よ
る
筆
記
試
験
を
行
う
。

専
門
試
験

(2)

試
験
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
出
題
分
野
か
ら
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
行
う
。

試
験
区
分

出

題

分

野

行

政

政
治
学
、
行
政
学
、
憲
法
、
行
政
法
、
民
法
、
刑
法
、
労
働
法
、
経
済
学
、
財
政

学
、
社
会
政
策
、
国
際
関
係
等

化

学

数
学
・
物
理
、
物
理
化
学
、
分
析
化
学
、
無
機
化
学
・
無
機
工
業
化
学
、
有
機
化

学
・
有
機
工
業
化
学
、
化
学
工
学
等

衛

生

公
衆
衛
生
看
護
学
、
水
産
利
用
学
、
応
用
微
生
物
学
、
畜
産
一
般
、
食
品
科
学
、

物
理
・
化
学
・
生
物
、
衛
生
、
分
析
化
学
、
無
機
化
学
、
有
機
化
学
等

農

業

栽
培
学
汎
論
、
作
物
学
、
園
芸
学
、
育
種
遺
伝
学
、
植
物
病
理
学
、
昆
虫
学
、
土

壌
肥
料
学
、
植
物
生
理
学
、
畜
産
一
般
、
農
業
経
済
一
般
等

土

木

数
学
・
物
理
、
応
用
力
学
、
水
理
学
、
土
質
工
学
、
測
量
、
都
市
計
画
、
土
木
計

画
、
材
料
・
施
工
等

農
業
土
木

数
学
、
応
用
力
学
、
水
理
学
、
測
量
、
土
壌
物
理
、
農
業
水
利
・
土
地
改
良
・
農

村
環
境
整
備
、
農
業
土
木
構
造
物
、
材
料
・
施
工
、
農
業
機
械
、
農
学
一
般
等
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畜

産

家
畜
育
種
学
、
家
畜
繁
殖
学
、
家
畜
生
理
学
、
家
畜
飼
養
学
、
家
畜
栄
養
学
、
飼

料
学
、
家
畜
管
理
学
、
畜
産
物
利
用
学
、
畜
産
経
営
一
般
等

、

（

。
）
、

林

業

森
林
政
策
・
森
林
経
営
学

造
林
学

森
林
生
態
学
及
び
森
林
保
護
学
を
含
む

林
業
工
学
、
林
産
一
般
、
砂
防
工
学
等

建

築

数
学
・
物
理
、
構
造
力
学
、
材
料
学
、
環
境
原
論
、
建
築
史
、
建
築
構
造
、
建
築

計
画
、
都
市
計
画
、
建
築
設
備
、
建
築
施
工
等

電

気

数
学
・
物
理
、
電
磁
気
学
・
電
気
回
路
、
電
気
計
測
・
制
御
、
電
気
機
器
・
電
力

工
学
、
電
子
工
学
、
情
報
・
通
信
工
学
等

適
性
検
査

(3)

性
格
、
心
理
等
に
つ
い
て
検
査
を
行
う
。

２

第
二
次
試
験

論
文
試
験

(1)

表
現
力
、
理
解
力
、
構
成
力
、
企
画
力
等
に
つ
い
て
記
述
試
験
を
行
う
。

口
述
試
験

(2)

第
一
次
個
別
面
接
、
第
二
次
個
別
面
接
及
び
集
団
討
論
に
よ
り
行
う
。

四

試
験
の
期
日
及
び
試
験
会
場

１

第
一
次
試
験

試

験

の

期

日

試

験

会

場

平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
八
日

岡
山
会
場

岡
山
市
北
区
津
島
中
三
丁
目
一
番
一
号

（
日
曜
日
）

岡
山
大
学
文
・
法
・
経
済
学
部
講
義
棟

岡
山
市
北
区
津
島
中
三
丁
目
一
番
一
号

岡
山
大
学
教
育
学
部
講
義
棟
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岡
山
市
北
区
津
島
中
三
丁
目
一
番
一
号

岡
山
大
学
工
学
部
一
号
館

岡
山
市
北
区
津
島
中
三
丁
目
一
番
一
号

岡
山
大
学
環
境
理
工
学
部
棟

東
京
会
場

東
京
都
港
区
白
金
台
一
丁
目
二
番
三
七
号

明
治
学
院
大
学
白
金
キ
ャ
ン
パ
ス

２

第
二
次
試
験

試

験

の

期

日

試

験

会

場

平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
（
土
曜
日
）

岡
山
市
北
区
京
山
一
丁
目
九
番
一
号

岡
山
県
自
治
研
修
所

平
成
二
十
七
年
八
月
二
日
（
日
曜
日
）
か
ら

同
月
七
日

金
曜
日

ま
で
の
う
ち
一
日

第

（

）

（

一
次
試
験
の
合
格
者
に
対
し
て
、
直
接
通
知

す
る

）
。

平
成
二
十
七
年
八
月
十
七
日
（
月
曜
日
）
か

ら
同
月
二
十
二
日
（
土
曜
日
）
ま
で
の
う
ち

一
日
（
第
一
次
試
験
の
合
格
者
に
対
し
て
、

直
接
通
知
す
る

）
。

五

合
格
者
の
発
表

岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
掲
示
板
に
次
の
と
お
り
掲
示
し
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
対
し
て
は
、
直
接
通
知
す
る
。
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区

分

発

表

の

期

日

内

容

第

一

次

試

験

平
成
二
十
七
年
七
月
十
五
日
（
水
曜
日
）

合
格
者
の
受
験
番
号

第

二

次

試

験

平
成
二
十
七
年
九
月
二
日
（
水
曜
日
）

合
格
者
の
受
験
番
号

六

採
用
及
び
採
用
後
の
給
与

１

採
用第

二
次
試
験
の
合
格
者
は
、
合
格
決
定
後
直
ち
に
、
試
験
区
分
ご
と
に
成
績
順
に
採
用
候
補

(1)
者
名
簿
に
登
載
す
る
。

採
用
者
は
、
任
命
権
者
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
が
採
用
候
補
者
名
簿

(2)
の
登
載
順
に
提
示
し
た
者
の
中
か
ら
、
任
命
権
者
が
決
定
す
る
。
な
お
、
採
用
時
期
は
、
原
則

と
し
て
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
と
す
る
。

採
用
候
補
者
名
簿
の
有
効
期
間
は
、
原
則
と
し
て
、
名
簿
登
載
の
日
か
ら
一
年
と
す
る
。

(3)
２

給
与平

成
二
十
七
年
四
月
採
用
者
（
新
卒
者
）
の
給
料
月
額
は
、
一
八
五
、
五
〇
〇
円
で
あ
る
。

(1)

諸
手
当
と
し
て
、
扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
、
住
居
手
当
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
等
が
支
給

(2)
さ
れ
る
。

七

受
験
手
続

１

試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
所
定
の
受
験
申
込
書
を
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（
岡
山

市
北
区
内
山
下
二
丁
目
五
番
七
号
丸
の
内
会
館
三
階
）
に
提
出
す
る
こ
と
。

２

受
験
申
込
書
は
、
平
成
二
十
七
年
五
月
八
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
月
二
十
八
日
（
木
曜
日
）
ま

で
の
期
間
中
（
土
曜
日
及
び
日
曜
日
を
除
く

、
八
時
三
十
分
か
ら
十
七
時
十
五
分
ま
で
、
岡

。
）

山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
に
お
い
て
受
け
付
け
る
。
な
お
、
郵
送
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
日
ま

で
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
、
受
け
付
け
る
。

３

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み
は
、
平
成
二
十
七
年
五
月
八
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
月

二
十
一
日
（
木
曜
日
）
ま
で
の
期
間
中
、
岡
山
県
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
受
け
付
け
る
。

八

そ
の
他

１

試
験
の
実
施
方
法
そ
の
他
試
験
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
受
験
案
内
に
記
載
す
る
。

２

受
験
申
込
書
及
び
受
験
案
内
は
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
等
で
交
付
す
る
。
な
お
、
郵
便
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で
請
求
す
る
場
合
は
、
百
四
十
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
す
る
こ
と
。
ま

、

。

た

岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る

３

受
験
資
格
の
有
無
及
び
受
験
申
込
書
の
記
載
事
項
を
確
認
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
、
証
明

書
等
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

の
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
受
験
申
込
書
等
の
提
出
書
類

４

六
１
(1)

の
記
載
事
項
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み
の
場
合
の
入
力
事
項
を
含
む

）
に
虚
偽

。

の
も
の
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
採
用
候
補
者
名
簿
か
ら
当
該
者
を
削
除
す
る
。
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
三
十
三
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
以
降
、
政
治
活
動
（
選
挙
運
動
を
含
む

）
の
た
め
に
寄
附
を
受
け
、
又
は
支
出
を
す

。

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
政
治
団
体
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
二
十
七
年
五
月
一
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

岡

本

研

吾

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

う
じ
ふ
さ
利
夫
後
援
会

氏

房

利

夫

氏

房

利

夫

岡
山
市
中
区
湊
二
三
八

一
九

－

島
津
ゆ
き
え
後
援
会

岸

敏

雄

守

時

敬

子

瀬
戸
内
市
邑
久
町
豊
原
二
三
〇

市
民
本
位
の
市
政
を
つ
く
る
み
ん
な
の
会

宇

野

武

夫

村

上

修

一

岡
山
市
北
区
西
島
田
町
四

二
五

－

新
社
会
党
岡
山
県
本
部

足

田

正

義

堀

井

進

〃

〃

奉
還
町
二

一
三

二

－
－

天

尚

会

寺

坂

尚

治

津

田

翔

之

〃

〃

柳
町
一

六

三
柳
町
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ル
四
〇
一
号

－
－

仁
科
ひ
で
ま
ろ
君
と
と
も
に
み
ん
な
で
里
庄
町

仁

科

英

麿

仁

科

英

麿

浅
口
郡
里
庄
町
里
見
九
六
〇
五

一

－

を
住
み
よ
い
町
に
す
る
会

仁
科
ひ
ろ
お
後
援
会

仁

科

勝

太

高

田

正

和

〃

〃

浜
中
二
五
二

二

－

日
本
共
産
党
石
部
誠
後
援
会

三

上

孝

子

津
野
辺

馨

高
梁
市
南
町
一
四
九
一

四

－

日
本
の
美
し
い
山
河
を
守
る
会

二

宮

治

文

二

宮

治

文

岡
山
市
北
区
御
津
宇
甘
六
八
三

日
本
弁
護
士
政
治
連
盟
岡
山
支
部

河

田

英

正

秋

山

義

信

〃

〃

弓
之
町
二

一
五
弓
之
町
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
三
Ｆ
河
田
英
正
法
律
事
務

－

所
内

服
部
大
平
後
援
会

服

部

大

平

服

部

大

平

倉
敷
市
西
富
井
一
二
二
二

一

－

前
田
忠
志
後
援
会

田

辺

寿

朗

三

羽

一

忠

新
見
市
千
屋
一
六
三
一

吉
田
康
則
後
援
会

吉

田

清

志

片

岡

源
一
郎

倉
敷
市
呼
松
三

一

一

－
－
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
七
十
二
号

警
備
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
二
十
二
条
第
二
項
第

。

一
号
に
規
定
す
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
七
年
五
月
一
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

警
備
業
務
の
区
分
等

警
備
業
務
の
区
分

期

日

時

間

場

所

平
成
二
十
七
年
七
月
二

午
前
九
時
か
ら

岡
山
市
北
区
厚
生
町
三
丁

雑
踏
警
備
業
務
及

十
二
日
（
水
曜
日
）
か

午
後
五
時
ま
で

目
一
番
一
五
号

び
交
通
誘
導
警
備

ら
同
月
二
十
九
日
（
水

岡
山
商
工
会
議
所

業
務

曜
日
）
ま
で
（
土
曜
日。

）

及
び
日
曜
日
を
除
く

の
六
日
間

二

講
習
対
象
者

１

最
近
五
年
間
に
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し
て
三
年

以
上
で
あ
る
者

２

警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
号
。
以
下

「
検
定
規
則
」
と
い
う

）
第
四
条
に
規
定
す
る
一
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る

。

も
の
に
限
る

）
に
係
る
法
第
二
十
三
条
第
四
項
の
合
格
証
明
書
（
以
下
「
合
格
証
明
書
」
と
い

。

う

）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

。

（

。
）

３

検
定
規
則
第
四
条
に
規
定
す
る
二
級
の
検
定

当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る

に
係
る
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受

け
た
後
、
継
続
し
て
一
年
以
上
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の

４

検
定
規
則
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
警
備
員
等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六

十
一
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
五
号
。
以
下
「
旧
検
定
規
則
」
と
い
う

）
第
一
条
第
二
項
に

。

規
定
す
る
一
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る

）
に
合
格
し
た
者

。

５

旧
検
定
規
則
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
二
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の

に
限
る

）
に
合
格
し
た
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
検
定
に
合
格
し
た
後
、
継
続
し
て
一
年
以
上

。

当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の
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三

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

一
通

(1)

写
真

一
枚
（
縦
の
長
さ
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
申

(2)
込
前
六
箇
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
も
の
）

二
に
掲
げ
る
講
習
対
象
者
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類

各
一
通

(3)
ア

二
１
に
該
当
す
る
者

当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業
者

（

「

」

。
）

等
の
作
成
に
係
る
所
定
の
様
式
に
よ
る
書
面

以
下

警
備
業
務
従
事
証
明
書

と
い
う

及
び
履
歴
書

イ

二
２
に
該
当
す
る
者

検
定
規
則
第
四
条
に
規
定
す
る
一
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限

る

）
に
係
る
合
格
証
明
書
の
写
し

。

ウ

二
３
に
該
当
す
る
者

検
定
規
則
第
四
条
に
規
定
す
る
二
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限

る

）
に
係
る
合
格
証
明
書
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

。

エ

二
４
に
該
当
す
る
者

旧
検
定
規
則
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
一
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る

も
の
に
限
る

）
に
係
る
合
格
証
の
写
し

。

オ

二
５
に
該
当
す
る
者

旧
検
定
規
則
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
二
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る

も
の
に
限
る

）
に
係
る
合
格
証
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

。

２

提
出
先

県
内
に
住
所
を
有
す
る
者

(1)

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
の
生
活
安
全
課

県
外
に
住
所
を
有
す
る
者

(2)

県
内
の
警
察
署
の
生
活
安
全
課

な
お
、
郵
送
又
は
信
書
便
に
よ
る
申
込
み
及
び
代
理
人
に
よ
る
申
込
み
は
、
受
け
付
け
な
い
。

３

提
出
期
間

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
五
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
二
十
九
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
午
前
八
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時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

四

受
講
手
数
料

三
万
八
千
円

（
注
）

岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
、
受
講
申
込
時
に
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
返
還
し
な
い
。

五

受
講
定
員

四
十
人
。
た
だ
し
、
申
込
順
に
受
け
付
け
、
受
講
定
員
に
達
し
た
と
き
は
、
提
出
期
間
内
で
あ
っ

て
も
受
付
を
締
め
切
る
。

六

講
習
の
委
託

こ
の
講
習
は
、
一
般
社
団
法
人
岡
山
県
警
備
業
協
会
（
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
一
一
番
一
八

号
）
に
委
託
し
て
行
う
。

七

そ
の
他

１

受
講
者
は
、
筆
記
用
具
を
持
参
す
る
こ
と
。

２

講
習
終
了
後
は
、
筆
記
の
方
法
に
よ
り
修
了
考
査
を
実
施
す
る
。
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
七
十
三
号

（

）

、

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号

第
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
猟
銃
等
講
習
会
を
開
催
す
る
。

平
成
二
十
七
年
五
月
一
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

講
習
の
日
時
及
び
場
所

講

習

課

程

開

催

年

月

日

開
催
時
刻

開

催

場

所

初
心
者
講
習

平
成
二
十
七
年

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四
四

三

午
前
十
時

－

課
程

七
月
十
五
日

岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

午
前
十
時

平
成
二
十
七
年

九
月
十
六
日

経
験
者
（
更

平
成
二
十
七
年

津
山
市
林
田
七
七

午
後
一
時

新
）
講
習
課

七
月
一
日

津
山
警
察
署

程

平
成
二
十
七
年

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四
四

三

午
後
一
時

－

七
月
二
十
六
日

岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

倉
敷
市
有
城
一
二
六
五

平
成
二
十
七
年

午
後
一
時

倉
敷
勤
労
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

八
月
五
日

（
山
陽
ハ
イ
ツ
）

平
成
二
十
七
年

高
梁
市
段
町
一
〇
一
七

一

午
後
一
時

－

八
月
十
九
日

高
梁
警
察
署

平
成
二
十
七
年

津
山
市
林
田
七
七

午
後
一
時

九
月
二
日

津
山
警
察
署

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四
四

三

平
成
二
十
七
年

午
後
一
時

－

岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

九
月
九
日

二

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

一
通

(1)

写
真

一
枚
（
縦
の
長
さ
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
提

(2)
出
前
六
箇
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
も
の
で
、
そ
の
裏
面
に

氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
入
し
た
も
の
）

平成２７年５月１日　岡山県公報　第１１６８２号



２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
会
の
開
催
日
の
七
日
前
（
そ
の
日
が
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例

（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
で
あ
る
場
合
は
、
当

該
休
日
の
直
後
に
お
け
る
県
の
休
日
で
な
い
日
）

三

受
講
手
数
料

初
心
者
講
習
課
程

六
千
八
百
円

経
験
者
（
更
新
）
講
習
課
程

三
千
円

（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

四

そ
の
他

１

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。

２

講
習
修
了
証
明
書
は
、
講
習
当
日
に
交
付
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
受
講
者
が
多
数
で
あ

る
こ
と
又
は
他
の
理
由
に
よ
り
当
日
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
後
日
交
付
す
る
こ
と

と
す
る
。
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
七
十
四
号

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
九
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
年
少
射
撃
資
格
講
習
会
を
開
催
す
る
。

平
成
二
十
七
年
五
月
一
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

開
催
の
日
時
及
び
場
所

日

時

場

所

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
四
日

岡
山

北

御
津
中
山
四
四
四

三

（
金
）

市

区

－

前
十

岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

午

時

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
八
日
（
金
）

午

十
時

前
平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
五
日
（
金
）

午

十
時

前

二

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

一
通

(1)

写
真

一
枚
（
縦
の
長
さ
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
提

(2)
出
前
六
箇
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
も
の
で
、
そ
の
裏
面
に

氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
入
し
た
も
の
）

２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
会
の
開
催
日
の
七
日
前
（
そ
の
日
が
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例

（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
で
あ
る
場
合
は
、
当

該
休
日
の
直
後
に
お
け
る
県
の
休
日
で
な
い
日
）
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三

受
講
手
数
料

九
千
七
百
円

（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

四

そ
の
他

１

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。

２

講
習
修
了
証
明
書
は
、
講
習
会
の
当
日
に
交
付
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
受
講
者
が
多
数

で
あ
る
こ
と
又
は
他
の
理
由
に
よ
り
当
日
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
後
日
交
付
す
る

こ
と
と
す
る
。
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
七
十
五
号

平
成
五
年
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
二
十
四
号
（
指
定
講
習
機
関
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
七
年
五
月
一
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

表
中
「
森

脇

英

二
」
を
「
中

谷

勤
」
に
改
め
る
。
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
七
十
六
号

平
成
十
二
年
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
三
十
八
号
（
運
転
免
許
取
得
者
教
育
の
認
定
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
七
年
五
月
一
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

に
改
め
る
。

表
九
の
項
中
「
森

脇

英

二
」
を
「
中

谷

勤
」
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◎
岡
山
県
労
働
委
員
会
告
示
第
一
号

労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
委
嘱
し
た
岡
山
県

労
働
委
員
会
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
二
十
七
年
五
月
一
日

岡
山
県
労
働
委
員
会

会

長

宮

本

由

美

子

岡
山
県
労
働
委
員
会
あ

せ
ん
員
候
補
者
名
簿

っ

区
分

氏
名

職
業

又
は
前
職

委
嘱
の
日
付

（

）

弁
護
士

宮
本
由
美
子

岡
山
大
学
副
学
長
大
学
院
法
務
研
究
科
特

平
成

年
月

日
2
6

1
1

2
6

任
教
授

公

鷹
取

司
弁
護
士

平
成

年
月

日
2
6

1
1

2
6

益
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科

竹
内

真
理

平
成

年
月

日
2
6

1
1

2
6

教
授

委

山
田
加
寿
子

特
定
社
会
保
険
労
務
士

平
成

年
月

日
2
6

1
1

2
6

員

労
西

田
和

弘
岡
山
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授

平
成

年
月

日
2
6

1
1

2
6

働
労

宮
本
ひ
と
み

岡
山
県
教
職
員
組
合
副
執
行
委
員
長

平
成

年
月

日

（

）

2
6

1
1

2
6

委
働

木
下

幸
男

運
輸
労
連
特
別
執
行
委
員

平
成

年
月

日
2
6

1
1

2
6

員
者

上
西

庸
雄

連
合
岡
山
ア
ド
バ
イ
ザ

平
成

年
月

日

（

）

2
6

1
1

2
6

ー

会
委

近
藤
三
千
代

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
岡
山
県
支
部
支
部
長

平
成

年
月

日
2
6

1
1

2
6

委
員

新
谷

博
美

連
合
岡
山
副
事
務
局
長

平
成

年
月

日
2
6

1
1

2
6
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員
使

片
山

浩
子

中
国
精
油
株
式
会
社
顧
問

平
成

年
月

日
2
6

1
1

2
6

用
小

野
敏

行
岡
山
県
経
営
者
協
会
専
務
理
事

平
成

年
月

日
2
6

1
1

2
6

者
大
久
保
憲
作

倉
敷
木
材
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

平
成

年
月

日
2
6

1
1

2
6

委
宮

原
一

也
株
式
会
社
宮
原
製
作
所
代
表
取
締
役
社
長

平
成

年
月

日
2
6

1
1

2
6

員
梶

原
康

彦
梶
原
乳
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

平
成

年
月

日
2
6

1
1

2
6

事
井

上
裕

敏
岡
山
県
労
働
委
員
会
事
務
局
長

平
成

年
４
月
９
日

2
7

務局
岡

村
忠

彦
岡
山
県
労
働
委
員
会
事
務
局
次
長

平
成

年
４
月
９
日

2
7

職員
千

原
康

則
岡
山
県
労
働
委
員
会
事
務
局
総
括
参
事

平
成

年
４
月

日
2
5

1
1

平成２７年５月１日　岡山県公報　第１１６８２号




